
く
に
み

【オ ９ ７ 号】

昭和40 年10 月15 日発行

非　充　品

発行所　 国見町 公民舘

発行人　 佐 藤 善 次郎

編集人 鈴 木 美 一

印刷所　 宇佐美 印刷所

み
ん
な
そ
ろ
つ
て
有
線
放
送

村
の

二
’ユ
ー
ス
も
ラ

ジ
才
並
み
に

個別呼出一 完全秘話
ダ イヤ ル式 農

山
村
に
お
け
る
電

話
加
入
率
は
極
め
て
低

く
、
意
志
の
伝
達
や
相

互
の
連

絡
は
す

べ
て
徒

歩

か
自

転
車

に
頼

る
ほ

か
な
い
実
情
で
、
そ
の

た
め
と
か
く
意

志
の
疎
通
を
欠

き
、
公
知
事
項

が
お
く
れ
る
な

ど
、
事
業
を
進

め
る
に
も
多
く

の
支
障
を
来
し

て
い
る
。
世
の

中

は
い
よ
い
よ

ス
ピ
ー
ド
化

し
、
す
べ

て
に
お
い
て
合
理
化
、

協
同
化

を
要
求

さ
れ
て

い
る
と
き
、
農
村
だ
け

と
り
の
こ
れ
て
は
な
ら
な
い
．
こ

の
時
代
の
要
請
に
こ

た
え
る
為

に

生
ま
れ
た
も
の
が
有
線
放
送
電
話

で
あ
り
、
伊
達
郡
内
で
も
他
町
で

は
す
で
に
数
年
前
に
設
置
さ
れ
て

い
る

．

わ
が
国

見
町
に
お
い
て
も
町
村

合
併
当
時
よ
り
識
者
は
も
ち
ろ
ん

一
般
町
民
の
間
に
話
題

に
な
っ
て

来
た
の
で
あ

る
が
、
ど
う
せ
や
る

な
ら
よ
り
完
全
な
も
の
を
全
町
一

斉
に
や
ろ
う
と
そ
の
機
の
熟
す
る

の
を
待
っ
て
い
た
の
で

あ
る
、
今

春
待
望
の
農
協
合
併
が
実
現

し
、

名
実
共
に
大
型
農
協
が
誕
生
し
、

そ
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

と
共

に
一
斉
実
族
の
基
盤
が
で
き

た
の
で
、
早
速
そ
の
準
備
に
と
り

か
か
っ
た
の
で

あ
る

．、
す
な
わ
ち

管
理
委
員
会
や
推
進
委
員
会
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
綿
密
な
調
査
研

究

を
し
、
成
案
を
得

た
の
で
今
回
こ

れ
を
発
表
し
、
更
に
町
内
有
志
の

意
見
を
き
き
、
部
落
懇

談
会

を
開

い
て
一
般
の
理
解
と
協

力
を
求

め

て
い
る

）
理
想
と
し
て
は
一
八
五

四
戸
の
全
戸
加
入
を
望

ん
で

い
る

が
、
差
当
り
一
五
〇
〇
戸

を
目
標

に
加
人
を
募
集
し
て
い
る
。

今
回
わ
が
町
農
協

で
採
用

し
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
個
別
呼
出

し

秘
話
装
置
自
動
式
と
い
う
も
の
で

、
こ
れ
ま
で
と
か
く
嫌

わ
れ
て

い

た
同
じ
回
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
全

部
鳴
る
の
で
う
る
さ
い
と
か
、
隣

り
近
所
の
人
に
話
を
聞
か
れ
る
と

い
う
こ
と
が
な
い
理

想
的
な
も
の

で
あ
る
。

農
協
で
は
、
今
各
部
落
ご
と
に

懇
談
会
を
開
き
、
内
容
の
説
明
や

趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
の
で

目
標
の
一
五
〇
〇
戸

は
軽
く
突
破

し
、
モ

ジ
モ

ジ
、
（

イ
（

イ
の
応

答
が
部
落
の
隅
々
ま
で
聞
か
れ
る

の
も
遠
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
水
道
の
場
合
と
ち
が
っ
て
、

後
で
増
設
す
る
と
い
う
こ

と
は
、

回
線
の
つ
ご
う
で
む
ず
か
し
い
の

で
な
る
べ
く
最
初
か
ら
加
入

し
て

お
い
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
農
協
の
係
り
の
方
か
ら
お

聞
き
し
た
要
点
を
述
べ
る
。

一
、
放

送
所
は
…
…
町
の
農
協
付

近

に
設
け

る
。

二
、
特
別
回
線
を
…
…
役
場
・
農

協
・
小
中
学
校
・
公
民
館
・
氈

在
所
な
ど
に
設
け
、
緊

急
の
事

件
を
伝
達
す
る
よ
う

に
す

る
。

三
、
電

々
公
社
線
と
は
…
…
愀
一
一

種
接
統
と
し
福
島
周
辺
及
び
県

内
主
要
都
市
と
通
話
で
き
る
。

四
、
中
継
機
は
…
…
放

送
所
の
外

に
役
場
に
も
設
け
、
放
送
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

五
、
回
線
方
式
は

…
…
一
回
線
五

～

一
〇

戸
を
接
続
す
る
（
二
〇

〇
回
線

設
け
る
）

六
、

ス
ピ
ー
カ
ー
テ
レ
ホ
ン
…
…

秘
話
個
別
呼
出

装
置
自
動
式
卓

上
型
電
話
機

を
採
用
す

る
。

七
、
着
工

は
…
…
昭
和
四
十
年
十

二
月

の
予
定

。

八
、
完
工
は
…
…
昭
和
四
十
一
年

四
月
の
予
定

。

九
、
経
費
は
一
戸
平
均
ど
れ
ぐ
ら

い
か
か
る
か
…
…
一
、
二
〇
〇

戸
加
入
と
し
て
約
三
七
、
〇
〇

〇
円
か
ら
四
〇
、
〇
〇
〇
円
ぐ

ら

い
。

一
〇
、
資
金
計
画
は
…
…
加
入
金

三
、
〇
〇
〇
円
を
申
込
書
に
そ

え
て
提
出
し
、
工
事
完
了
時
に

負
担
金
と
し
て

Ｉ
〇

、
〇
〇
〇

円
を
納
入
す

る
。
不
足

の
分

に

つ
い
て

は
農
協
で

借
入

金
を
し

て
工

事
代

金
を
支
払

い
、
五
年

間
位

の
年
賦
償
還

と
す

る
。

一
『

維
持
費
は
…
…
・
基
本
料
金

と
し
て
月
額
三
〇
〇
円
？
四
〇

〇
円
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
。

こ
の
金
は
職
員
給
料
や
電
話
器

・
電
話
線
・
交
換
台
の
維
持
費

と
し
て
積
立
て
て

お
く
。

匸
一
、
特
別
増
資
…
…
と
し
て
二

○
、
○
○
○
円
を
五
年
間
に
払

込
む
。

偉
力
を
加
え
た

消
防
団

国
見
町
消
防
団
で
は
こ

ん
ど
可

搬
式
勦
カ

ポ
ｙ

プ
（
二
五
馬
力
）

三
台
を
購
入
し
、
前
田
、
大
木
戸

、
山
根
の
三
部
落
に
配
置
し
た
。

価
格
九
五
万
円
（

写
真
）
は
交
付

を
受
け
て
喜

ぶ
団
員
た
ち
。

総
会
と
学
級
を

藤

田

老

ク

藤
田
老
人

ク
ラ
ブ
（
会
長
吉
田

幸
平

さ
ん
）
で
は
、
九
月
二
十
六

日
午
前
十
時
か
ら
青
年
研
修
所
で

総
会
を
開
き
、
午
後
は
老
人
学
級

と
し
社

教
主
事
を
招

い
て
映
画

、

テ
ー
ブ
コ
ー
ダ
ー
、
ラ

フ
ィ

ド
な

ど
を
使

っ
‘て
勉
強
し
た
。

（

写

真

）

婦 人 会の

アトラクションで 高令者大よろこぴ

恒

例
の
国

見
町
敬
老
会

は
、
十

月
一
日
、
藤
田
小
学
校
体

育
館
で

開

か
れ
た
。
稔
り
の
秋
に

ふ
さ
わ

し
い
絶
好
の
秋
口
よ
り
、
豊
年
万

作
の

笑
顔
を

た
た
え
た
高
令
者
た

ち
は
匸

二
々
五
々
足
ど
ｈソ
も
軽
く

喜
び
勇

ん
で
会
場
に
集
ま
る
。
七

十
才
以
上
の
方
六
二
八
名
に
案
内

状
を
出
し
た
が
出
席
者
は
二
九
〇

名
、
四
六
ハ

ー

セ
ソ
ト
の
出
席
率

、
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
高
率
で
あ

る
Ｏ関

口
収
入
役
の
開
会
の
辞

に
つ

い
で
町
長
の
敬
老
の
こ

と
ば
、
来

賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
婦
人
会

自
慢

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
唄

あ
り
、

舞
踊
あ
り
、
吟
詠

あ
り
、
そ

の
中

に
高
令
者
の
飛
入
り

も
あ
っ
て
、

ま
こ

と
に
ほ
ほ
え

ま
し
く
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
人
生
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
光
景
は
末
長

く
続
け
た
い
も
の
、
「
来
年
も
ま

た
来
ま
し
よ
う
Ｊ

お
互
い
に
元

気

づ
け
は
げ
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
名

残
り
惜
し
そ
う
に
会
場

を
去

る
旦

で
あ
っ
た
。

議

会

だ
よ

り

九
月
一
一
寸
五
日

午
前
十
時
、
定
例

会
が
招
集
さ
れ
会

期
を
三
日
間
と
し

、
次
の
案
件
が
審

議
可
決
さ
れ
た
。

○
九
月
三
十
日
で

任
期
満
了
に
な

る
教
育
委
員
二

人
に
つ
い
て
佐

藤
光
一
、
佐
藤

精
一
の
両
氏
が

再
び
任
命
さ
れ

る
こ
と
に
同
意

さ
れ
た
。

○
同
じ
く
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
と
し
て
高
木
幸
作
氏
が
再
選

さ
れ
た

○
山
長

育
英
財
産
管
理
委
員
と
し

て
教
育
長
岩
谷
唯
近
、
県
北
中

学
校
長
小
野
鶴
雄
の
両
氏
を
委

嘱
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
た
。

○
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
が

改
正

さ
れ
て
、
被
保
険
者
が
出

産
し
た
場
合
直
ち
に
育
児
手
当

と
し
て
千
二
百
円
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

○
国
見

町
建
設
審
議
会
条
例
が
廃

止
さ
れ
た
。

○
各
学
校
に
学
校
保
健
法
に
基
い

て
委
嘱

さ
れ
て
い
る
学
校
医
、

歯
科
医
、
薬
剤
師
の
報
酬
、
費

用
弁
償
（
旅
費
）
等
を
は
っ
き

り
条

例
化

さ
れ
た
。

○

本
年
十
月
三
十
一
日
任
期
満
了

に
な

る
北
山
組
合
議
会
議
員
選

挙
の
結
果
が
安
藤
庄
七
、
後
藤

長

之
助
、
後
藤
源

六
、
赤
坂
兼

治
、
八
島
昌
、
高
橋
外
記
、
高

橋
泰
治
の
諸
氏

が
選
挙

さ
れ

た

○
昭
和
三
十
九
年
度
国
見
町
藤
田

財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
始

め
い
ろ

い
ろ
の
特
別
会

計
や
一
般
会
計
の
決
算

に
つ
い

て
監
査
委
員
の
審
査
報
告
が
あ

り
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た

。
（
別
表

）

○
昭
和
四
十
年
度
国
見
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
で

四
四
七
、
〇
〇
〇
円
の
迫
加
が

認
め
ら
れ
た
。

○
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
よ

り
積
立
し
た
一
七
〇
万
円
を
大

杰

尸
集
会
所
改
築
と
三
町
共
有

グ
レ

ー
ダ
ー
購
入
費
に
充
て
る

た
め
と
り
く
づ
し
を
す
る
。

○
昭
和
四
十
年
度
国
見
町
一
般
会

計
補
正
予
算

と
し
て

Ｉ
〇
、
二

四
五
、
〇
〇
〇
円
追
加
が
認
め

ら
れ
た
。

主
な
も
の
次

の
と
お

り

大
木
戸
準
会
所一

、
〇
〇
〇
千
円

納

税
完
納
助

成
金
四
二
七

な

藤
田
病

院
負
担
金
三
〇
〇
μ

泉
田
簡
易
水
道
補
助
六
〇
〇
ｙ

伊
達

衛
生
処
理
組
合
負
担
金

四
六
一

び

農
業
振
興
費
補
助
四
五
○

か

西
根
堰
土
地
改
良
負
担
金

三
〇

〇
り

商
工
会
街
灯
補
助
三
〇
〇

″

道

路
橋
梁
維
持
並
び
に
改
修
費

二
、
三
八
三

″

災

害
復
旧
工
事
費

一
、

｝
四
〇

か

昭 和３ ９ 年度 決算一覧 表
�歳入額 �歳 出 額 �繰 越 額

藤田 財産区特別会計 �4 , 838 ｺ 49�缶 506 , 898�3  引 , 25 ｰ

人山財産区　　 〃 �768 �80,961 �52  , 807
大木戸財産区　IX �60  , 0 幻�28  , 335� 引 , 686
国見町育英　　1/ �448  , 770�220.  385�228  , 38 ﾗ

国見町都市計画 ，
士地 造成　　　 ´ �ｰ 855 , 00 �l,  855 , 000� ０
国見町上水道　lx �9. 972. 988�427.  404�545  , 5841

国見町健康保険･x �30 , 566 , 587�30.555 , 288�11 ，299
国 見町 一 般 会 計�3  , 985. 659�140, 666 ,  054�3  , 引 9 , 60 ﾗ

政
治
批
判
へ
勇
気
を
…
…

坪
　
井
　

寅
　
寿

去

る
参
議

院
議
員

選
挙
の
際

、
本
県
協
（
福
島

県
明

る
く
正

し
い
選
挙

推
進
協
議

会
）
で

は

広
く
浄
化
運

動
を
起
こ

す
と

と

も
に
立
候

補
者

か
ら
「
選
挙
運

動
は
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
で
行
な
い

違
反
は
絶
対
出
さ

ぬ
」
と
い
う
誓
約

書
を
出
し
て
も
ら

い
か
つ
事
務
所
に

掲
示
し
て
、
関
係
者
の
協
力
を

促
し
て
戴
い
た
。
そ
の
た
め
ぱ

か
り
と
は
い
わ
な
い
が
、
表
面

化
し
た
買
収
供
応
は
一
件
も
出

な
か
っ
た
。
し
か
し
選
挙
が
す

ん
だ
か
ら
と
放
任
し
て
は
な
ら

な
い
。
よ
く

記
日
の
政
治
家
は

済
肚
の
志
深

く
、
先
憂
後
楽
に

徹
す
　

今
の
政
治
屋
は
名
利
を

求
め
、
国
民
の
立
場
を
忘
却
す

」

と
言
わ
れ

る
ご
収
治
的
姿

勢

を
正

し
く
し
て
も
ら
う
こ
と

が

大
切
で
、
そ
の
為

に
は
、
政
治

家
の
自
覚
を
屁
し
、
国
民
は
、

主
権
者
・

タ
ツ
ク
ス
ベ
ー
ヤ
ー

の
立
場
か
ら

、
常

に・
眼
を
光
ら

せ
、
政
治
家
の
行
動
や
議
会
の

活
動

を
見
守
り
、
批
判
し
、
明

る
い
政
治
ム
ー
ド
を
つ
く
る
こ

と
が
根
本
で
あ
る
と
思
う
。

今
後
も
っ
と
、
地
に
つ
い
た

政
治
教
育
を
盛
ん
に
し
、
国
民

の
政
治
に
対
す
る
建
設
的
な
批

判
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
か
く
し
て
は
じ

め
て
、
政
治

が
国

民
の
も
の
に
な
る

の
で

は
な
か
ろ
う

か

）

坪
井
寅
寿
氏

は
福
島
県
明

る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協

議

会
長
で
、
本
文
は
明

る

く
正

し
い
選
挙
推
進
機
関

紙
「
私

た
ち
の
広
場
」
九

月
号
か
ら
お
借

り
し
ま
し

た
）

回
「
私
た
ち
の
広
場
　

に
つ
い

て
「
私
た
ち
の
広

場
」
と
い

う
の
は
公
明
選
挙

連
盟
編
集

、
自
治
省
選
挙
局
発
行
の
明

る
く
正

し
い
選
挙

推
進
機
関

紙
と
し

て
、
毎
月
一
回
発
行

さ
れ
る
も
の
で
、

わ
が
国
見

町

に

Ｉ
〇
〇
部
ま

い
り
、
こ

れ
を
町
識
会
議
員
、
喞
落
長

、
明

る
く
正
し
い
選
挙
推
進

委
員
の
方

々
に
配

付
し
て
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
こ

れ
ら
の
方
か
ら
お
借
り
し
て

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
（

係
）

○
火
の
用
心
　
交
通
安
全
　
家
庭
の
日
（
家
庭
の
日
は
近
く
設
け
ら
れ
る
家
庭
話
し
合
い
の
日
で
す
）

Ｏ
貯
蓄
す
る
心
が
き
ず
く
ゆ
た
か
な
く
ら
し

二
輪
車
運
転

試
験
場
完
成

か

ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
二

輪
車
の
実
地
試
験
場
が
、
国
見

町
藤
田
五
反
田
に
完
成
し
た
。

十
月
以
降
の
桑
折
署
管
内
二

輸
の
免
許
試
験
は
同
試
験
場
で

施
行
さ
れ
る
が
、
国
見
地
区
の

受
験
者
に
は
大
変
便
利
に
な
つ

だ
の
で
関
係
者
か
ら
喜
ば
れ
て

い
る
。

こ
の
試
験
場
は
、
二
輪
車

＝

Ｉ
ス
の
外
、
軽
自
動
車
及
び
普

通
車
の
コ
ー
ス
も
備
え
て
居
り

、
試
験
日
以
外

は
、
一
般
の
練

習
に
も
低
料
金
で

解
放
し
、
広

く
皆
さ
ん
の
利
用

が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

尚
、
利
用
上

の
詳
し
い
こ
と

は
、
各
駐
在
所
か
、
又
は
安
全

協
会
各
部
会
に
問
合
せ
て
下
さ

い
。

こ
ん
な
利
点
が

有
線
放
送
電
話

の
ご
り
や
く

一
、
連
絡
事
項
、
通
達
な
ど
が

迅
速

、
正

確
に
周
知
徹
底
さ

れ
ま
す
。

二
、
村
の

ニ
ュ

ー
ス
は
ラ
ジ
オ

と
同
じ
よ
う
に
、
早
く
、
し

か
も
具
体
的
に
放
送
さ
れ
よ

す
。

三
、
各
家
庭
に
あ
っ
て

は
普
通

電
話
と
同
じ
よ
う
に
相
互
連

絡
に
使
わ
れ
ま
す
。

四
、
不
測
の
災
害
の
発
生
や
緊

急
事
態
の
出
現

の
場
合
に
は

、
間
を
お
か
ず
そ
れ
を
報
道

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
、
農
協
や
商
工
業
も
発
展
し

ま
す

。
有
線
放
送
は
組
合
員

（
町
民

）
の
便
利
、
利
益
を

図

る
と
と
も
に
、
一
般
業
者

も
発
展
し
ま
す
。
県
下
五
四

か
所
の
有
線
放
送
施
設
が
で

き
て
お
る
と
こ
ろ
の
農
協
は

、
す

べ
て
飛
躍
的
な
発
展
を

と
げ
て

い
ま
す
。



町 体 写 真 ニ ュ ー ス明
る
く
な
る
街
路
灯

商
店
街
近
代
化
の
第
一
歩

藤
田
地
区
の
街
路
灯
は
、
十

年

前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

形
が
古
く
、
破
損
も
甚
だ
し
く
、

夜
間
の
照
明
な
ど
殆
ど
効
果
が
な

く
な

っ
た
の
で
、
も
っ
と
明
る
い

ス

マ
ー
ト
な
も
の
が
ほ
し
い
と
み

ん
な
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
。
町

の
商
工
会
で
は
そ
の
要

望
に
こ
た

え
る
べ
く
、
昨
年
春
以
来
調
査
研

究
を
進

め
て
き
た
が
、
よ
う
や
く

そ
の
成
案
を
得
た
の
で
、
本
年

五

月
「
街
路
灯
建
設
委
員

会
」
を
設

け
、
こ
れ
が
実
行
に
と
り
か
か
り

、
来
る
十
月
二

十
日
鹿
島
神
社

祭

礼
の
日
を
目
指
し
て
工
事
を
急
い

で
い

る
。

こ
の
委
員
会
は
、
商
工
会
役
員

部
落
長
及
び
町
内
有
志
を
も
っ
て

組
織
し
、
商
工

会
長

穗
苅

計
三
氏

が
委
員
長
と
な
り
、
赤
井
畑
町

長

を
名
誉
会
長
に
頂
き
、
こ

の
大
事

業
に
と
り
く
ん
だ
の
で

あ
る

、
な

に
し
ろ
総
額
四
〇
〇
万
円
近

い
大

事
業
で
あ
る
た
め
、
初
め
三

か
年

計
画
で
や
ろ
ケ
と
い
う
わ
け
で

あ
・

つ
た
が
、
各
町

内
か
ら
年
内
完
成

の
声
が
あ
ら
わ
れ
、
圧

倒
的
な
要

望

赱
な
り
遂
に
卜
月
中

完
成

と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
）
町

当
局

と
し
て
も
、
商
工
業

育
成
の

た
め
に・
今
後
三
年

に
わ
た
り
、
九

〇
万
円

を
助
成
す

る
こ

と
を
目
途

と
し
て
差
し
当
り
本
年
度
分
三
〇

万
円
の
支
出
を
決
議
し
、
町
議
会

議
員
一
同
も
高
額
の
特
志
寄
付
を

申
し
込
む
な
ど
関
係
者
を
感
激
さ

せ
、
最
も
心
配

さ
れ
た
一
般
寄
付

も
、
受
益
者
の
積
極
的
な
申
し
出

で
予
定
額
を
突
破
す
る
状
態
で
あ

る
り

’
従

っ
て
事
業
の
方
も
初
め
計
画

よ
り
大
分
拡
張
し
、
板
橋
角
か
ら

小
学
校
前
迄
の
旧
国
道
は
も
ち
ろ

ん
、
駅

前
通
り
、
徳
江
街
道
（

新

国

道
ま
で
）
役
場
通
り
（

同
前
）

と
舗
装
区

域
の
全
線

に
わ
た
り
、

二
〇

上

二
〇

メ
ー
ト
ル
間
隔
に
合

計
九
二

基
の
水
銀
灯
を
設
け
る
の

で
、
国
見
町

の
中
心
街
藤
田
地
区

は
見
違

え
る
よ
う
に
明

る
く
な
る

も
の
と

期
待

さ
れ
る
。

工
事

は
、
斯
界
の
大

メ
ー
カ

ー

岩
崎
電

気
仙
台
支
店

が
請
負
い
、

百
Ｗ
水

銀
灯
（
自
動
点
滅
式
）
に

二
〇
Ｗ

補
助
灯
（
常

夜
防
犯
灯

）

が
つ
い
た
優
雅
で
堅
牢

な
街
路
灯

を
建
て

る
べ
く

目
下
工
事
中
で
あ

る
。
（
本

紙
が
配
布

さ
れ

る
頃
に

は
完

成
さ
れ

る
も
の
と
凪

わ
れ
る
）

老
人
の
役
割
り
を
尊
重
し
よ
う

老
人
を
ど
う
処
遇
す
る
か
・：

軸

人
間
は
正
常
で
あ
る
場
合

、
死

ぬ
る
ま
で
そ
の
役
割
り
を
果
そ
う

と

す
る
も
の
で
す
。
も
し
も
そ
の

役
割
り
を
失
う
な
ら
ば
老
化
現
象

が
一
挙
に
お
し
よ
せ
て
く
る
も
の

で
す
。
よ
く
職
場
か
ら
退
職
し
た

老
人
が（

急
に
元
気
を
失
い
、
衰

え
た
状
態
を
み
せ
る
の
は
、
そ
の

た
め
で
す
。

家
庭
に
あ
る
婦
人

の
場
合
は
、

年
が
寄
っ
て
も
失
業

と
い
う
こ

と

は
な
い
の
で
す
が
、
職
場

に
働

く

男
子
に
は
職
場
か
ら
去
る
と
い
う

こ

と
が
、
最
も
大
き
な
不
安

と
坿

し
さ
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
職

場
の
人

間
関
係
と
い
う
も
の
は
、

家

庭
が
慰
安
の
場
所
で

あ
る
の
と

同

じ
意
味
で
、
た
い
へ
ん
貴
重
な

も
の
で
す
か
ら
、
職

場
を
去

っ
て

役
割
り
を
失
う
と
い
う
こ
と
ほ
ど

男
子

に
と

。
て
堪
え

が
た
い
こ
と

は
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
一
応
停

年
退
職
な
ど
の

関

係
で
、
今

ま
で
の
職
場
を
去
る

よ
氈
な
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
ヽ

新
し

い
適

当
な
職
場
を
み
つ
け
る

よ
う
に
家

族
は
も
ち
ろ

ん
国
家
も

充
分
配
慮

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。
ま
た
家
庭

に
と
ど
ま

る
場
合
は
「
も
う
家
の
こ

と
に
手

出
し
な
ど
必
要
な
い
Ｊ
と

い
う
こ

と
で
な
く

、
何
か
の
役
割
り
を
果

し
得

る
よ
う
に
協
力
し
な
け
れ

ば

な
り
ま
せ

ん
。
も
し
家
事

の
手
伝

い
さ
え
も
必
要
の
な
い
と
き
は
、

草
花
を

つ
く
ら
せ
る
と
か
、
盆
栽

い
じ
り

を
さ
せ
る
と
か
、
動
物
を

飼
養

さ
せ

る
と
か
、
も
の
の
生
命

を
育
て
る
と
か
、・
社
会
奉
仕
的
な

こ

と
を
さ

せ
る
ど
か
し
て
、
何

か

の
役
割
り

を
あ
た
え
る
こ
と
が
よ

い
の
で
す

。
一
輪
の
花
フ

ー
鉢

の

盆
栽
、
一

匹
の
小
犬
と
生
命
を
は

ぐ
く
む
喜
び
は
、
老
人
の
心
情
を

豊
か
に
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
よ

か
っ
て
犬
き
ら
い
で
あ`
っ
た
老

人

が
、
小
犬
を
飼

い
だ
し
て
か
わ

い
く
な
り
、
大
の
犬
好
き
に
な
っ

て
、
孫
と
同
じ
よ
う
に
大
切

に
し

て

い
る
例
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
体

が
あ
ま
り
動
か
せ
な
く

な

？
て
も
、
孫
た
ち
に
土
地
に
ま

つ
わ
る
昔
話
や
、
伝
お
っ
て
き

た

伝
承
な
ど
を
語

っ
て
聞
か
せ
る
こ

と
も
役
割
り
の
一

つ
で
す
。
孫
は

年
よ
り
か
ら
聞
く
話
に
と
て
も
興

味
を
も
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
両

親
が
、

そ
ん
な
古

い
話
な
ど
聞
く

よ
り
勉
強

の
方

が
大
切
だ
と
い
っ

て
、
老
人
と
孫
と
の
間
を
遮
断
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。
老
人
に

は
老
人

な
り
の
、
そ
し
て
能
力
に

応

じ
た
役
割
り
が
あ
る
の
で
す
か

ら

、そ

れ
を
果
さ
せ
る
こ
と
が
、老

人

の
健
康

に
も
役
立
つ
の
で
す

。

満
た
さ
れ
な
い
不
満
を

余
暇
の
中
で
処
理
し
よ
う

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ヨ
ソ
と
い
う
と

横
文
字
の
輸
入
品
の

ゲ
ー

ム
や
フ

ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
こ
と
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
人
が
日
本
に
は
意
外

に
多
い
よ
い
に
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
解
釈
は
間
違
っ
て
い

ま
す
。

匸
言
で
い
え
ば
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ｙ
と
は
余
暇
の
善
用
で

す
。日

本

に
は
古
く
か
ら
、
労
働

は

良
い
も
の
で
遊
び
は
悪
い
も
の
で

あ
る
と
い
う
、
遊
び
に
対
す
る
罪

悪

感
が
う
え
つ
け
ら
れ
て

、
大
人

の
遊

び
と

い
う
と
、
道
楽
と
か
、

娯
楽
と
か
、
亨
楽
と
か
、
ど
ち
ら

か
と
い
え

ば
低
俗
な
言
葉
し
か
日

本
語
に
は
存
在
し
な
い
の
で

レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
す
る
語
が
な

く

輸
入
語
を
そ
の
ま
ま
使
わ
な
く

て
な
ら

な
い
現
状
な
の
で
す
。

幸
福
は
物
質
的
豊
か
さ

ば
か
り
で
は
な
い

人
間

は
物
質
的

に
豊
か
に
な
れ

ば
、
幸
福

に
な
れ

る
と
い
５

も
の

で
ぱ
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ま
問
題
に

な
っ
て
い
る
非
行
少
年
は
決
し
て

貧
し
い
家

の
子

供
達

ば
か
り
で
な

く
、
意
外
に
も
、
愛
情
に
み
た
さ

れ
な
い
金
持
の
子
弟

に
見
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
や
は
り
、
青
少
年
の

余
暇
指
導

が
行

わ
れ
な
い

た
め
に

余
暇
の
悪
用

の
結
果
と
し
て
犯
罪

が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

か
ぎ
っ
子
の
問
題
を
と
り
あ
げ

て
も
そ
う
で
す
。
学
校
を
終
っ
て

放
課
後
の
余
暇

を
空
虚
に
過
し
て

い
る
子

供
達
の
問
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
人
達
が
増
え
て

き
て
い
る
の
も
、
結
局
仕
事
の
中

で
満
足
で
き
な
い
人
間
の
欲
求
を

余
暇
の
場
に
お
い
て
処
理
す
る
方

法
を
知
ら
な
い
人
達
の
悃
み
の
結

果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
人
間
疎
外
の
悪
条
伴
の
そ

ろ
っ
た
現
代
社
会
の
中
で
、
人
間

ら
し
く
楽
し
く
生
き
る
為
に
は
、

私
達
は
「

レ
ク
リ
ェ

ー
ｙ

ヨ
ソ
」

は
あ
ち
ら
の

も
の
だ
と
い
う
考
え

方
を
捨
て

、
余
暇
の
善
用
を
真
剣

に
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
持
っ
て
い
る

欲
望
を
見
き
わ
め
る

さ
て
人
間

が
好
む

と
好
ま
ざ
る

と
に
か
か
わ
ら
ず
持

っ
て
い
る
欲

求
と
は
な
ん
で

し
よ
う
。
そ
し
て

人
間
疎
外
の
現
代
社
会
の
悪
条
件

と
は
な
ん
で
し
よ
う
。
私
達
は
自

分
の
欲
望
に
気
が
付

か
な
い
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

欲
望
が
満
さ
れ
な
い
と
き
に
、
わ

け
の
わ
か
ら
な
い
不
満
を
感
じ
、

そ
れ
が
蓄
積
す
る
と
精
神
病
に
も

な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。
こ
こ

で
人
間
の
欲
求
の
正

体
を
は

っ
き

り
つ
か
ん
で
、
そ
れ

が
今
の
私
達

の
生
活
の
中
で
満
さ
れ
て
い
な
い

の
な
ら
、
余
暇
の
中

で
そ
れ
を
満

足
さ
せ
て
行
く
よ
う

に
生
活
設
計

を
た
て
て
行
き
ま
し
よ
う
。
生
活

設
計
と
は
せ
ん
じ
つ

め
れ
ば
私
達

の
余
暇
設
計
と
い
っ
て

も
過
言
で

は
な
い
と
思

い
ま
す

。

多
種
多
様
な

人
間
の
欲
求

人

問
の
欲
求

を
数
え
あ
げ
る
と

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

。

―
創
造
の
喜

び
と
完
成
の
喜
び

２

新
し
い
経
験

と
か
冒

険
に
い
ど

む
欲
求

３

美
へ
の
欲
求

４

成
功
へ
の
欲
求
、
認

め
ら
れ
た

い
と
い
う
欲
求

５

能
力
の
活
用

に
対
す
る
欲
求

６

身
体
的
健
全
性
を
求

め
、
自
然

に
親

し
み
た
い
欲
求

７
仲

間
意

識
と
愛

情
の
欲
求

そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
と

思

い
ま
す
が
、
毎
日
の
職
業
や
家

庭
生
活

で
満
た
し
得
な
い
こ
れ
ら

の
欲
求
に
応
ず
る
た
め
、
余
暇

を

有
効

に
使
っ
て

お
こ
な
わ
れ
る
活

動
は
、

す
べ
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
そ
の
種
目
と

し
て
あ
げ

る
と
、

音
楽
、
演
劇
、
舞

踊
、
美

術
、
工

作
、
野

外
活

動
、
社
交
的

活

動
、
奉

仕
活

動
、
そ

れ
に
ス
ポ

ー
ツ
、

ゲ
ー
ム
等
が
あ
り
ま
す

。

な
ん
で
も
大
量
生
産
で
作
ら
れ

た
レ
デ
ィ
・

メ
イ
ド
に
甘
ん
じ
、

商
業
主
義
の
オ
ゼ
ソ
立
て
し
て
く

れ
た
低
俗
な
テ
レ
ビ
、
映
画
で
満

足

し
、
た
だ
ブ
ー
ム
に
お
わ
れ
て

自
主
性
の
な
い
人
生
を
送
ろ
う
と

思
え
ば
、
考
え

ず
に
生
き
て
い
け

る
現
代

で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、

人
間
ら
し
い
生
き
か
た
で

し
ょ
う

か
。新

生
活
運
動
の
推
進
力
で
あ

る

わ
れ
わ
れ
は
、
余
暇
の
善
用
を

モ

ッ
ト
ー
に
、
人

間
疎
外

の
悪
条
件

を
克
服
し
、
自

主
性
の
あ

る
生
活

態

度
を
身
に
つ
け
、
明

る
い
人
生

を
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ハ
ミ
リ
で
記

録
映
画
つ
く

公
民
館
で
は
こ
ん
ど
ハ

ミ
リ

撮
影
機
を
購
人
し
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
な
ど
を
映
画

に
つ
く

っ

て
お
く
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ

ま
で
に
つ
く

っ
た
も
の
を
見

る

と
、
内
谷
の
太
々
神
楽
、
町
の

敬
老
会
や
体
育
大
会
、
。青
年
学

級
の

サ
イ

ク
リ

ン
グ
、
登
山
、－

修
学
旅
行
な

ど
、

カ
ーｙ
ｌ
な
ど

も
ま

ざ
っ
て
な
か
な
か
お
も
し

ろ
い
も
の
が
あ

る
。
各
種
団
体

や
部
落
の
集
り
な
ど

に
ア

ト
ラ

ク
シ
ョ
ｙ
と
し
て

ご
利
用

い
た

だ
き

た
い
と
望

ん
で

い
る
。
尚

劇
映
画
も
あ

る
の
で

ご
相
談
く

だ
さ

い
。
十
六

ミ
リ
映
画
の
方

は
従
前
ど

お
り
や

っ
て

お
る
の

で
、
農
繁
期
で
も
過
ぎ

た
ら
、

ま
た
大
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
れ

た
い
。

（

新
生
活
通
信
よ
り
）

第
三
期

学
習
予
定
日

国
見
町
青
年
学
級

十
月２

・
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

○
３
・
町
民
体
育
大
会

６
・
実
用

文
の
書
き
方

９
・
フ
ォ

ー
ク
ダ
ｙ

ス

１３
・
正
し

い
基
肥
の
使
い
方
（

男
）
若

い
女
性
の
心
得
（

女
い

1
9・
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
龠

た
い
社
会
の

Ｉ
チ
ケ
ッ
ト

○
2
4
・
封
建
制
の
歴
史
と
家
庭
　

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
青
年

2
9・
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
と
実

技
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
外
）

十
一
月

２
・
民
謡
と

ゲ
ー

ム

○
７
・
球
技
大
会

９
・
フ
ォ

ク
ダ
ｙ

ス

１３
・
俳
句
の
作
り
方

1
8・
今
年
の
農
業
を
顧
み
て
　
2
4

・
フ
ォ

ク
ダ
ソ
ス

○
2
8
・
町
の
歴
史
と
史
跡
見
学

十
二

月
３
・
芸
術
と
生
活

９
・

フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

1
2・
男
性
の
身
だ
し
な
み
（
男
）

家
庭
料

理
（
女

）

１７
・
町
の
政
治

（
税
金
の
ゆ
く

え
）

2
2・

フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

2
6・
今
年
の
反
省
と
来
年
・へ
の

構
想

Ｏ

印
は
昼
間
学
習

会
　
　
　

大

全
　
　
　

の

安
　

ド
　

抗

通
　

一
　

対

交
　

レ
　

課

③
　

バ
　

各

火
　

協

り
　

防
　

農

踊
　

た
　

④

の
　

し

も
　

加
　

れ

’だ
　

参
　

入

人
　

も
　

玉

嬋
　

防
　

の

○
　

消
　

ん

・
人
　

さ

操
　

婦
　

員
・

体
　

④
　

議

組
　
　
　

と

の
　

ド
　

会

生
　

一
　

り

学
　

レ
　

ゆ
　

り

中
　

パ
　

白
　

わ

①
　

の
　

④
　

鈴

写

真
説

明

○
日
頃
の
貯
蓄
で
経
済
安
定

○
町
民
体
育
大
会
へ
の
ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
嘸
上
げ
ま
す
（
国
見
町
）
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